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有 料 広 告 有 料 広 告

郷土の益々の発展を祈念致します。
－設計・製作・施工－

超高層ビル自動ゴンドラ、有人ゴンドラ、エレベーター、
ダムウエター、メンテナンス、改修工事

営業種目

代表取締役　平　勝利 旧名瀬市大熊出身
関東地区輪内会会長・東京名瀬会副会長（ 　　　　　   　）

〒１２４－００１２　東京都葛飾区立石２－３４－５
☎０３－３６９１－９８１６（代）・FAX ０３－３６９３－４２７４

東京都知事許可 ( 般 - １２) 第１０２６８０号
東京労働局長許可第１８号・第２号

社団法人日本クレーン協会東京支部会員

泉　千尋（大熊）、中野　晴夫（仲勝）、平　良樹（名瀬）、
永井　裕志（宇宿）、新元　健作（仲勝）、押川　光仁（大熊）

【朝山市長就任】

【合同防災点検】【卸売市場落成記念式典】

【ベルサイユのばら】

【笠利給食センター落成式】

【ベイスターズ

　少年野球教室】

【劇団四季】

【奄美地方豪雨災害発生】

【ベイスターズ

　　　奄美キャンプ入り】

この１年を振り返る
この1年間の主な出来事を並べました。

2009年12月１日：朝山市長就任

2009年12月５日：まち色カフェオープン

2010年１月24日：琉球弧芸能祭

2010年２月２日：宝塚公演（ベルサイユのばら）

2010年３月２日：劇団四季（エルコスの祈り）

2010年４月22日：合同防災点検

2010年５月26日：チャレンジデー2010

2010年６月４日：東京奄美会歓迎会

2010年７月15日：市民憲章の碑除幕式

2010年８月25日：笠利給食センター落成式

2010年９月17日：横浜ベイスターズ社長表敬

2010年10月７日：公設地方卸売市場落成記念式典

2010年10月20日：奄美地方豪雨災害発生

2010年10月30日：横浜ベイスターズ秋季キャンプ

2010年11月７日：ベイスターズ少年野球教室

2010年11月14日：豪雨災害により市民体育祭中止

2010年11月15日：大やんご祭り（やんご生誕100周年祭）
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有 料 広 告

平成２２年度年末年始におけるし尿汲み取り予定表

※例年のことながら年末に際しまして業務が込み合いますので、
お早めに電話をくださいますようお願い申し上げます。

製造事業所の皆様へ

　平成２２年工業統計調査を１２月３１

日現在で行います。調査の実施に当たっ

ては、本年１２月から来年１月にかけて

調査員がお伺いします。　

　なお、調査票に記入していただいた

内容については、統計法に基づき秘密

が厳守され、工業統計表の作成以外使用されるこ

とはありません。ご協力をよろしくお願いします。

http://www.meti.go.jp/statistics/

経済産業省 / 鹿児島県 / 奄美市 /

自
動
販
売
機
を
設
置
し
て
い
る
方
へ
の
お
願
い
で
す
。

　
「
奄
美
市
廃
棄
物
の
減
量
化
及
び
適
正
処
理
に
関
す

る
条
例
」
の
規
定
に
よ
り
、
飲
料
物
の
販
売
を
行
な
う

方
は
、
店
舗
又
は
自
動
販
売
機
の
周
辺
に
、
ゴ
ミ
箱
な

ど
の
飲
料
容
器
の
回
収
箱
を
設
置
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご協力をよろしくお願いいたします。
奄美市役所環境対策課

５２－１１１１（内線１２４４）

２０１１奄美市美展作品募集
【対　象】
・一般 ( 大学生・高校生を含む )
・中学生・小学生

【応募資格】制限なし

【出品点数】
　美術部門は１人５点以内、ただし、小学生・中学生は１
人１点とします。写真部門は制限なし。書道部門は一人３
点以内、ただし、小学生・中学生は１人１点とする。
※各小中学校からの出品点数は、各学級から３点まで。

【出 品 料】
・美術部門は１点につき 2,500 円、１点増すごとに 1,000 円増。

・写真部門は３点以内を 2,500 円、１点増すごとに 500 円増。

・書道部門は１点につき 2,500 円、１点増すごとに 1,000 円増。

※小学生・中学生・高校生の作品については無料。
※出品料は作品搬入と同時にお支払いください。

【出品申込】

①郵送の場合
「〒 894-0036 鹿児島県奄美市名瀬長浜町５１７奄美文化

センタ－」へ

平成２３年１月１７日（月）午後５時まで必着のこと。
なお、出品料と申込書は現金書留にて送付してください。

②作品搬入の場合
期間：平成２３年１月２２日(土 )・２３日(日 )　
　　　午前１０時～午後５時
場所：奄美文化センタ－

【手続】所定の出品申込書に必要事項を記入のうえ、出品
料を添えて搬入してください。

〒 894 － 8555
鹿児島県奄美市名瀬幸町 19-21
奄美市教育委員会生涯学習課

 0997-52-1111（内線 1725・1726）

 0997-53-9501
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保育所について

　保育所（園）とは、保護者が働いて
いたり、病気などの理由で家庭内で児
童の保育ができない場合に、保護者に
代わって日中保育することを目的とし
た児童福祉施設です。
　入所（園）申込ができるのは、児童
の保護者が下記の入所基準に該当し、
かつ、同居の祖父母が当該児童を保育
することができないと認められる場合
です。

《 保育所へ入所できる基準》

①児童の親が家庭の外で仕事をしてい
る
②児童の親が家庭で児童と離れて日常
の家事以外の仕事をしている

③死亡、行方不明、拘禁などの理由に
より親がいない家庭
④親が出産の前後（産前６週～産後８
週）、病気、負傷、心身障害の状態に
ある
⑤親が家庭内の病人や心身障害を有す
る人の看護にあたる
⑥家庭に自然災害などの不幸があり、
その復旧にあたる間
⑦その他上記に類する状態にある場合

（学校への通学・仕事を探すため常に
外に出かけている等）
＊求職中で入所する場合は、保育期間
は３ヶ月となります。
以上の理由により、両親（同居の親族
も含む）いずれもが保育所の開所時間
に保育できない場合です。

入所申込受付について

　平成 23 年 4 月からの保育所入所申
し込み（新規）は下記のとおり行います。
　市内の保育所の概要は次のページを
ご覧ください。

【受付期間】平成 22 年 12 月 13 日（月）
～平成 23 年 1 月 14 日（金）
＊現在、保育所に入所している児童で
保育所の入所継続（又は変更）を希望
する方については、別途保育所を通じ
て申請用紙を配布しますので、今回申
し込みをする必要はありません。
　ただし、現在、保育所入所待機中の
児童で来年度の入所を希望する場合
は、改めて申し込みが必要になります
のでご注意ください。

【受付場所】
・名瀬総合支所　福祉政策課　少子化     
   対策室　 52 － 1111（内線 1608）

・笠利総合支所　いきいき健康課
   福祉係　  63 － 2299

【必要書類】
①保育所入所申込書（入所希望児童１
人につき１通）
②就労証明書＊①・②については、奄
美市ホームページでもダウンロードで
きます。
③その他の証明書…仕事をしているこ
と以外の理由で入所を希望する方は、
次の証明書等が必要ですので、係から
必要な様式を受けとり、医師等関係機
関の証明を受けて提出してください。
ア　疾病・・・入院（通院）証明書（保
護者用）
イ　病人看護・・・同上（介護用）
ウ　出産・・・母子手帳の父・母欄と
出産予定日が記載されている欄の写し
エ　学校通学・・・在学証明書
オ　求職中・・・求職活動が確認でき
る書類　（例：ハローワークカード（職
業相談記録）の写し等）

【結果通知】
　おおむね平成 23 年 3 月初旬に郵送
で通知します。
＊入所の承諾は、下記入所基準により、

家庭での保育ができない場合に、そ
の程度の高い児童から順次選考しま
す。

＊その他、入所できる基準に該当しな
い場合、申込書に記載されている内
容が事実と異なる場合、入所定員に
余裕がない場合は、入所の承諾がで
きない場合がありますのでご了承く
ださい。

●保育所入所選考基準について

入所児童の決定は、保護者から提出された申請書類等に基づき、下記選考その
点数が高い（保育ができない程度が高い）順により、保育所の定員に達するまで
入所児童を決定します。申し込み順ではありませんので、ご了承ください。

【保育所入所選考基準一覧表（参考：平成 22 年度）】

＊希望者が多数いるため、入所できずに「待機」となる場合には、「待機のお知らせ」を送付します。
  その場合、４月以降の保育所における保育士数や退所児童の状況により、入所が決定した場合には
  その旨を連絡いたします。（平成２３年度中の入所申込は有効で新たに申込をする必要はありません。）

平成２３年４月１日からの認可保育所（園）の入所
を希望する児童の申し込み受付を行います。
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●保育料について （参考 : 平成 22 年度）

　認可保育所の保育料は公立・私立とも同額ですが、名瀬地区と笠利地区では年齢
区分と金額が異なります。（下表参照）
　保育料の決定は、児童の入所時の年齢と保護者の前年分の所得税額（所得税が非
課税の場合は、前年度分の市町村民税の課税・非課税）により決定されます。（祖父
母同居世帯の場合、世帯の扶養状況等により祖父母も含めて判定します。）

●保育料の多子軽減について

　同一世帯から 2 人以上の就学前児

童が保育所、幼稚園、知的障害児通

園施設に入所又は児童デイサービスを

利用している場合、2 人目の児童が保

育所に入園している場合は、当該児童

の保育料が 2 分の 1 に軽減されます。

　3 人目以降の児童が保育所に入園し

ている場合は、当該児童の保育料が

無料となります。（ただし、私立幼稚園・

知的障害児通園施設入所児童は別途

在園証明が必要です。）

　また、前年の所得税額が４万円未

満（右の保育料徴収基準額表におい

て、＜第２～第４階層＊母子・障害世

帯を除く＞で、満１８歳未満の児童を

現に３人以上扶養しており、その世

帯の児童のうち、３人目に該当する児

童が保育所に入所している場合には、

保育料の軽減を受けない児童（１人

入所又は２人以上同時入所の１人目）

が３分の２に、保育料が２分の１に軽

減されている児童（２人以上同時入

所における２人目）は４分の１に軽減

されます。

【奄美市認可保育所 （園） の概要】



平成 22 年１２月号　奄美市だより �

　

こ
の
た
び
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
奄
美
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館
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は
1
階
に
雨
水
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流
入
し
た

ほ
か
、
水
槽
が
泥
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ど
に
よ
り
濁
っ
て

し
ま
う
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害
が
あ
り
ま
し
た
。
生
き

物
た
ち
は
そ
の
よ
う
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、
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く
ま
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生
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抜
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ま
し
た
。
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で

は
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槽
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濁
り
も
無
く
な
り
、
元
気

に
水
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内
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泳
い
で
い
ま
す
。
被
災

さ
れ
た
皆
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も
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早
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復
旧
を
心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　

奄
美
海
洋
展
示
館
で
飼
育
し
て
い

る
ベ
ラ
科
の
仲
間
を
い
く
つ
か
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
体
が
細
長
く
、
口

が
と
ん
が
っ
て
い
る
種
類
が
多
い
の

で
、
サ
ン
ゴ
や
岩
の
す
き
間
を
す
り

抜
け
る
の
に
都
合
の
よ
い
体
型
を
し
て

い
ま
す
。

　

最
初
に
紹
介
す
る
の
が
「
ク
ギ
ベ

ラ
」
で
す
。
と
ん
が
っ
た
口
が
特
徴
的

で
、
動
き
が
非
常
に
速
い
で
す
。
目

の
前
に
来
た
と
思
っ
た
ら
、
あ
っ
と
い

う
間
に
い
な
く
な
り
ま
す
。
奄
美
海

洋
展
示
館
を
代
表
す
る
ス
ピ
ー
ド
ス

タ
ー
で
す
。

　

次
は
「
ギ
チ
ベ
ラ
」
で
す
。
体
色

は
黄
色
で
す
が
、
環
境
や
状
況
に
よ
っ

て
体
色
が
変
化
し
ま
す
。
私
も
捕
ま

え
る
と
き
に
、
驚
か
し
て
し
ま
っ
た
の

で
色
が
変
わ
り
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
い
捕
ま
え
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

ま
た
、
下
あ
ご
が
ス
ト
ロ
ー
の
よ
う
に

長
く
伸
び
エ
サ
を
一
瞬
で
食
べ
る
の
が

面
白
い
で
す
。

　

最
後
に
「
シ
マ
タ
レ
ク
チ
ベ
ラ
」
で

す
。
唇
が
非
常
に
厚
い
の
が
特
徴
的

で
す
。
人
間
で
言
う
と
た
ら
こ
唇
で
す

ね
。
ま
た
、
特
有
の
し
ま
模
様
が
あ

り
顔
が
レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ラ
ー
で
す
。
大

水
槽
で
も
、
目
立
つ
の
で
す
ぐ
に
目
に

入
っ
て
き
ま
す
よ
。

　

ま
た
、
ベ
ラ
科
以
外
で
も
特
徴
的

で
観
察
し
て
い
る
と
楽
し
い
生
き
物

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
説
明
を
聞
く

と
も
っ
と
興
味
が
わ
い
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ス
タ
ッ
フ
に
気
軽
に
お
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

ベラ （クサビ） ・ベラ ・ベラ

奄美海洋展示館　 ５５- ６０００
ア ヤビキ 日記ア ヤビキ 日記

エサを狙うギチベラ

デ
ジ
サ
ポ
（
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
自
動
音
声
を
用
い
て
『
地
デ
ジ
』
に
関
す
る
電
話
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平成２２年度コミュニティ助成事業完備

～財団法人　自治総合センター（一般コミュニティ助

成事業）～

　有屋町内会は、カラオケ設備（付属備品含む）、座卓

兼用会議テーブル、折椅子、草刈機、エアコン空調設

備一式等を「宝くじの助成金」で整備いたしました。

　また、笠利町和野集落会でも、音響装置一式、船漕

ぎ用舟、会議机・折椅子、太鼓、ガスコンロ等を「宝

くじの助成金」で整備いたしました。

今後の集落活動の充実と、集落の活性化につながるも

のと期待いたしております。

＊地域住民が実施するコミュニティ活動を促進し、そ

の健全な発展を図るとともに、宝くじの普及・広報を

目的として行われるものです。

【有屋町内会】

【笠利町和野集落会】

「観光かごしまよかとこ資金」 のご案内！

県では、観光関連施設を整備する中小企業者などを支援します。

○融資対象者　県内で１年以上事業を行っている中小企業者お

よび組合で、観光関連事業を営んでいるか参入を図ろうとする

ものであって、観光関連施設の整備を行うもの。

○融資限度額　１億 5,000 万円　○融資期間　①運転資金７年

以内（据置 24 月以内）②設備資金 15 年以内（据置 36 月以内）

○融資利率　１年以内　年 1.9％、１年超３年以内　年 2.0％、

　３年超５年以内　年 2.1％、５年超７年以内　年 2.3％、

　７年超 10 年以内　年 2.7％、10 年超　変動金利

○信用保証料率　年 0.13％～年 1.58％

▽問い合わせ先　県庁経営金融課　 099(286)2946

法務局公開講座の開催について

　身近な法律問題等を学ぶ機会としていただけるよう、名瀬公

民館にて下記の日程で法務局公開講座を開催します。多くの方

の申込みをお待ちしています。申込みは直接担当までご連絡く

ださい。（住所：奄美市名瀬港町 2-16　 52-0376　担当 玉利）

●第１回【戸籍の届出について】
　平成２３年１月１２日（水）18 時～ 19 時半
　講師：総務係長　白拍子 拓也 氏

●第２回【相続について】
　平成２３年１月１９日（水）18 時～ 19 時半
　講師：登記官　東盛 誠 氏

●第３回【登記のコンピュータ化について】
　平成２３年１月２６日（水）18 時～ 19 時半
　講師：統括登記官　中村 美都代 氏
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「クラフトふれあい教室」
～　季節の飾り物を作ろう　～

日時：平成２２年１２月１２日（日）　受付　９：００～９：３０

活動　９：３０～１２：００　　〈雨天でも実施します〉

場所：奄美少年自然の家

対象：幼児　～　一般　（小学生以下は保護者同伴）

内容：ミニ門松作り，リース作り

経費：ミニ門松作り（一組で２個）：３００円

リース作り（一作品）：大きさ別で，３００円か５００円

申込み方法：１２月１０日（金）までに，電話で申し込

んでください。

その他：リース作りの方は，リボンなどお好みの装飾品

を持参してください。

申込み・連絡先：県立奄美少年自然の家　ＴＥＬ　

０９９７－５３－１０３２

詳しくは、少年自然の家ホームページ

   http://www.pref.kagoshima.jp/kikan/amami/

index.html　を御覧ください。

奄美少年自然の家  ５３－１０３２ 

調
査
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先　

０
５
７
０―

０
３―

０
７
２
４

「奄美あんぜん ・ あんしんメール」 会員募集中！！

　奄美大島防犯団体連絡協議会・奄美警察署及び瀬戸内・

宇検防犯協会連合会・瀬戸内警察署では、子ども達の安全

確保や犯罪抑止等のため、管内で発生した事件事故情報、

防犯パトロールなどに有益な情報等の身近な「安全情報」

を携帯電話のＥメール機能を使用して、いち早く登録会員

に配信する活動を行っています。

　携帯電話をお持ちの方は是非会員登録をお願いします。

会員が増えれば増えるほど安全・安心な街を作ることがで

きます。

【奄美あんぜん・あんしんメールの加入方法】

次の順序で携帯電話を操作して奄美あんぜん・あんしんメー

ルにご加入ください。

①「宛先」に

ａｍａｍｉ－ｂｏｒｈａｎ＠ｐｏ５．ｓｙｎａｐｓｅ．ｎｅ．ｊｐ
を入力します。

②「題名」に「加入します」と入力します。

③「本文」に市町村名、お名前、職業または団体名、連絡先

（携帯電話番号をお願いします）を入力します。

　例示・・奄美市、会社員、山田太郎、090-1234-5678

④メール送信を押します。

以上でメール加入手続き終了です。

※登録は無料ですが、１回のメールの受信につき１円か

ら２円の通信費用がかかります。（携帯電話の契約会社

により，通信費用が異なります。）

※メールの受信で，迷惑メールの受信制限の設定をされ

ている方は，解除するかドメイン指定するなど，受信で

きるように設定の変更が必要です。

【お問い合わせ先】

　奄美大島防犯団体連絡協議会

　（  ５３－０１１０ 内線３００）

右のようなメールを受信したら、

kp-sousa2@pref.kagoshima.lg.jp

に転送してください。

※メール内容に応じて返信します。

「人権週間」のお知らせ
　１２月４日から１０日までは ｢人権週間｣ です。

　人権週間は、昭和２３年１２月１０日の国連総会におい

て「世界人権宣言」が採択されたことを記念して定めら

れたもので、本年で６２年目を迎え、全国各地で人権に

関する各種の啓発活動が実施されます。

　本県でも、この期間中、テレビ、ラジオスポットによる

啓発放送など、様々な人権啓発活動を集中的に実施しま

す。この機会に、皆さんも身近なことから人権について

考えてみませんか。

問い合わせ先：県庁人権同和対策課

099（286）2574　 099（286）5544
http://www.pref.kagoshima.jp/kurashi-kankyo/jinken/index.html

正月飾りの和凧作り

～　親子で和凧 （飾り用） を作ろう　～

日時：平成２２年１２月１９日（日）　

　　　９：００～１２：００

受付　９：００～９：３０　　〈雨天でも実施します〉

場所：奄美少年自然の家　体育館

対象：幼児　～　一般　（小学生以下は保護者同伴）

内容：和凧作り

経費：一作品：２００円（５０作品限定）

申込み方法：１２月１４日（火）までに，電話で申し込

んでください。

そ　の　他：絵や文字をかく道具（水性絵の具セット・

習字道具）を必ず持参してください。

申込み・連絡先：県立奄美少年自然の家　

　　　　　　　　  ５３－１０３２
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市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
（便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
）

固
定
資
産
税 

第
３
期  

国
民
健
康
保
険
税 

第
６
期
の
納
期
限
は
12
月
27
日
で
す
。

平
成
21
年
度
決
算
の
紹
介

　

平
成
21
年
度
の
奄
美
市
の
決
算
は
、
一
般
会
計

の
歳
入
総
額
が
317
億
９
千
792
万
円
、
歳
出
総
額
が

313
億
１
千
363
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
差

引
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
除
い
た

実
質
収
支
は
４
億
５
千
748
万
円
の
黒
字
、
特
別
会

計
ま
で
含
め
た
実
質
収
支
は
２
億
３
千
836
万
円
の

黒
字
と
な
り
ま
す
。
今
後
の
市
の
財
政
を
考
え
ま

す
と
、
な
お
厳
し
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
健

全
財
政
を
確
保
し
市
民
福
祉
等
の
向
上
に
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
市
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

奄
美
市

財
政
公
表

奄
美
市

財
政
公
表

①
平
成
21
年
度
決
算
の
紹
介



奄美市だより　平成 22 年１２月号�

市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
（便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
）

固
定
資
産
税 

第
３
期  

国
民
健
康
保
険
税 

第
６
期
の
納
期
限
は
12
月
27
日
で
す
。

　

今
回
の
奄
美
市
財
政
状
況
の
公
表
は
、

平
成
22
年
度
（
４
月
～
９
月
）
に
お
け
る

予
算
の
執
行
状
況
及
び
平
成
21
年
度
決
算

状
況
等
を
公
表
し
、
厳
し
い
社
会
情
勢
の

中
で
の
市
の
財
政
状
況
を
市
民
の
皆
様
に

よ
く
御
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
な
お
一
層

の
御
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

＝
用
語
等
の
説
明
＝

　

市
の
会
計
に
は
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の

３
つ
が
あ
り
ま
す
。一
般
会
計
は
、

市
税
な
ど
を
財
源
と
し
て
、
市

の
行
政
運
営
の
基
本
的
な
経
費

や
事
務
事
業
を
一
括
し
て
経
理

す
る
会
計
で
す
。

　

特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計

は
、
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保

険
、
水
道
、
下
水
道
事
業
な
ど

の
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、

経
理
を
他
の
会
計
と
区
別
し
て

設
置
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
の
歳
出
は
主

に
以
下
の
用
途
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

○
民
生
費

　

高
齢
者
福
祉
や
子
ど
も
の
保

育
費
、
生
活
保
護
な
ど
市
民
福

祉
全
般
の
事
務
・
事
業
に
使
う

経
費

○
公
債
費

　

過
去
に
借
り
入
れ
た
債
務
の

支
払
い
に
あ
て
る
た
め
の
経
費

○
土
木
費

　

道
路
、
港
湾
、
市
営
住
宅
な

ど
の
整
備
や
維
持
管
理
に
使
う

経
費

○
総
務
費

　

住
民
登
録
、
統
計
調
査
、
課

税
徴
収
、
選
挙
、
庁
舎
の
管
理

な
ど
市
の
総
括
的
な
事
務
に
使

う
経
費

○
衛
生
費

　

保
健
衛
生
や
ご
み
処
理
な
ど
、

健
康
で
安
全
な
生
活
の
た
め
に

使
う
経
費

○
教
育
費

　

小
中
学
校
の
運
営
・
整
備
な

ど
、
教
育
全
般
の
事
務
・
事
業

に
使
う
経
費

○
農
林
水
産
業
費

　

農
林
業
、
水
産
業
の
振
興
の

た
め
の
経
費

○
商
工
費

　

大
島
紬
や
観
光
振
興
な
ど
商

工
業
の
振
興
の
た
め
の
経
費

○
消
防
費

　

消
防
本
部
や
消
防
団
な
ど
の

消
防
・
救
急
活
動
の
た
め
の
経

費

②
平
成
22
年
度
上
半
期
の
財
政
事
情
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【お問い合せ・予約先】　市民協働推進課市民生活係

　　　電話：５２-１１１１  （内線 1715・1716）

無料法律相談
１２～１月相談日のお知らせ（派遣相談）　※必ず電話予約が必要です。
・１２/２　（木）大倉克大　弁護士（午後1時～4時半）
・１２/９　（木）大窪和久　弁護士（午前9時半～11時半）
・１２/１６（木）永山一秀　弁護士（午前11時～12時，午後1時～3時半）
・１/１３　（木）藤尾直人　弁護士（午後1時～4時半）
・１/２０　（木）正込健一朗　弁護士（午前9時半～11時半）
・１/２７　（木）西選子　弁護士（午前11時～12時，午後1時～3時半）

一般図書

＊『プラチナデータ』/ 東野圭吾

＊『バイバイ、ブラックバード』

　/ 伊坂幸太郎

＊『乙女の密告』/ 赤染晶子

＊『トロイイメライ』/ 池上永一

＊『チア男子！』/ 朝井リョウ

＊『砂の上のあなた』/ 白石一文

・・・ほか

児童図書

＊『ぼくはぼくのえをかくよ』/ 荒井良二

＊『うさぎがそらをなめました』/ あまん

きみこ

＊『ぼくのいえにけがはえて』/ 川北亮司

＊『せいぎのみかたドラフラ星人の巻』

/ みやにしたつや　　

＊『借りぐらしのアリエッティ』　

＊『ピンクのれいぞうこ』

・・・ほか

第
５
回

「
住
み
よ
い
環
境
を
守
る
」

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
作
品
紹
介

【
標
語
の
部
】　

特
選　

宅
間
直
道
さ
ん

東
城
小
学
校
５
年

「
わ
き
ゃ
島
を　

ゴ
ミ
か
ら
守
ろ
う　

わ

ん
き
ゃ
手
（
て
ぃ
）
で
」

環境対策課環境保全係　  52―１１１１（内線１２４３）

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

特
選　

正
田
愛
恵
さ
ん　

伊
津
部
小
学
校
６
年

大島郡歯科医師会 ・ 鹿児島県歯科医師会

「８０２０運動」 達成者表彰式

　平成 22 年 10 月 20 日（水）奄美市名瀬中央

公民館において「8020 運動」達成者の池田嘉成

さんへ平川竜範奄美市歯科医師会長より表彰状

を授与いたしました。奄美市名瀬の達成者は４

名の方です。

　・池田嘉成さん 80 歳 /28 本

　・平井敏子さん 81 歳 /21 本

　・染川皆子さん 82 歳 /24 本

　・幸　久利さん 84 歳 /22 本

　歯を残すポイントを池田嘉成さんは 20 年間、

1 日 3 ～ 4 回塩入りのハミガキでしっかり歯を磨

き、定期的に歯科健診を受けているからと話さ

れています。

80 歳で 20 本以上歯を保つよう市民の皆さん、

頑張りましょう。

第 8 回

奄美歌謡のど自慢まつり

日　時：平成 22 年 12 月 4 日（土）　

　　　　午後 6 時開演

場　所：奄美市名瀬公民館ホール

入場料：1,000 円（高校生以下無料）

第 1 部 一般公募のど自慢

第 2 部 歌謡ショー

【主　催】

　奄美歌謡のど自慢まつり実行委員会
【後　援】

奄美市教育委員会・南海日日新聞

社・奄美新聞社・奄美テレビ放送

【お問い合わせ先】

　奄美市名瀬公民館　

　 　52 － 1816
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濁流に浮かぶ乗用車。
（住用総合支所前）

郵便局の屋上に避難した職員。
（住用総合支所より撮影）

背景の写真は住用公民館の屋
上より撮影（住用町西仲間）

　

奄
美
市
で
は
、
当
日
の
午
前
７
時
50
分

に
防
災
無
線
に
よ
り
大
雨
に
よ
る
災
害
へ

の
警
戒
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

過
去
に
例
を
見
な
い
豪
雨
は
各
地
で
川
を

氾
濫
さ
せ
、
多
く
の
集
落
を
濁
流
で
覆
い

つ
く
し
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
昼
過
ぎ
、
住
用
支
所
と
の
通

信
が
切
断
さ
れ
る
直
前
に
２
枚
の
写
真

（
下
）
が
届
き
ま
し
た
。

　

こ
の
写
真
は
翌
日
の
全
国
紙
で
紹
介
さ

れ
、
奄
美
豪
雨
災
害
に
対
し
て
多
く
の
励

ま
し
や
救
援
物
資
・
義
援
金
を
、
さ
ら
に

自
衛
隊
や
海
保
、
赤
十
字
の
医
療
班
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
来
島
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
豪
雨
災
害
の
様
子
を
写
真
で
紹

介
し
ま
す
。

　10 月 20 日に発生した集中豪雨は、奄美の自然と我々の心にかつてない大きな傷跡を残しま
した。尊い人命が奪われ、道路の陥没、がけ崩れ、冠水が相次ぎ、多くの市民が避難所生活を
余儀なくされました。

2010年10月20日

奄美豪雨災害
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荒れ狂う土石流
（10 月 20 日  住用町・下役勝）

大きな被害を受けた住用
総合支所１階フロア

児童館の雨どいにつかまり救助を待つ
住民。4 時間後に消防が救助。（同左）

ロープやカヌーで救助に当たる警察
や消防職員など。（住用町西仲間）

豪雨は海の色も変えた
（10 月 24 日住用町 市）

陸上自衛隊の大型ヘリコプター
で運ばれる高圧発電機車

（10 月 24 日住用町戸玉へ）

避難所の住用体験交流館
（10 月 21 日住用町見里）

長時間通行止めになった
住用町城トンネル

住用地区
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知名瀬川が氾濫し､ 集落が池のようになった。
（10 月 20 日 知名瀬）

川に転落した重機
（10 月 21 日里・福里川）

護岸と道路の崩落
（10 月 21 日 春日町・俊良川）

冠水している市街地へ向かう乗用車の列

（10 月 20 日 国道 58 号）

避難所となった佐仁へき地保健福祉館も床
下浸水した。（佐仁集落 松崎さん提供）

楠野～佐仁線のがけ崩れ

赤木名～川上線の大規
模道路陥没。枠内の写
真は、向かい側から撮
影したもの。

名瀬地区

笠利地区
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ゴミ集積所のひとつ
（10 月 29 日住用町・内海）

※豪雨災害の写真 ・ エピソードを募集します

　奄美市役所では、今回の災害に関する記録として
写真・体験談・助け合いのエピソードなどを募集し
ます。メールやハガキで下記まで送信してください

（広報クイズのハガキでも可）。ご協力をお願いいた
します。
メール送信先：k oho@cit y.amami.lg. jp
葉書送 付先：〒894-8555
　 　 　 　 　 　 奄美市名瀬幸町25-8
　 　 　 　 　 　 奄美市役 所広報統計 係

松本防災大臣に説明する朝山
市長（10 月 30 日 住用町）

　ボランティアセンターへは個人で
974 人、団体で 47 団体が登録して、
延べ人数で 2282 人が災害現場へ派
遣されました。（11 月 7 日現在）

24 時間体制の奄美市災害対策本部

10 月20 日の動き  
  3:39  大雨洪水警報
  3:39  情報連絡体制
  5:20  土砂災害警戒情報
  5:20  奄美市災害警戒本部設置
  7:50  防災無線による広報
  7:57  芦花部全面通行不能
  8:25  名瀬勝床下浸水
10:30  県道佐仁～赤木名線崖崩れで通行不能
10:40  災害対策本部設置
10:40  佐大熊（さつき団地 ) 避難勧告  8 世帯 24 名
10:45  浦上土砂崩れ
11:00 ごろ　市道川上～笠利線崖崩れ
11:30  住用公民館浸水
11:35  住用分駐所（消防）浸水
11:50  住用全域避難勧告   837 世帯 1606 名
12:20  住用総合支所浸水
13:40  県へ自衛隊派遣を要請
14:00  西仲間集落車両約 50 台水没
14:00  鹿児島県災害警戒本部設置
14:04  知名瀬集落冠水
16:00  海上保安部へ協力要請

※住用体験交流館＝ 20 日の避難者約 100 名
　　　　　　　　　翌日は 365 名になった。

活躍したボランティア達
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■
大
雨
で
大
変
な
ご
様
子
、

奄
美
好
き
と
し
て
心
配
し
て

お
り
ま
す
。
で
き
れ
ば
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
で
伺
い
た
い
と

も
思
い
ま
す
し
、
無
理
な
よ

う
な
ら
、
少
し
で
も
寄
付
金

等
送
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。（
東
京
都
よ
り
）

■
災
害
で
忙
し
い
時
期
に
大

変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
私

に
は
両
親
も
兄
弟
も
誰
も
い

ま
せ
ん
、
そ
ん
な
自
分
に
優

し
く
接
し
て
く
れ
た
の
が
、

今
年
旅
行
で
行
っ
た
奄
美
の

古
仁
屋
の
方
々
で
し
た
。
奄

美
は
私
の
第
二
の
故
郷
で
す
。

奄
美
大
島
の
為
に
、
故
郷
納

税
を
出
来
な
い
も
の
で
し
ょ

う
か
？
故
郷
と
思
う
以
上
、

何
か
し
た
い
と
言
う
気
持
ち

が
抑
え
れ
ま
せ
ん
。（
愛
知
県

よ
り
）

■
こ
の
大
変
な
折
に
失
礼
い

た
し
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
を
拝

見
し
、
大
雨
の
影
響
で
奄
美

市
の
皆
さ
ん
が
大
変
な
経
験

を
さ
れ
て
い
る
と
知
り
、
私

も
そ
う
で
す
し
、
ま
た
こ
の

状
況
を
知
っ
た
多
く
の
方
々

も
自
分
た
ち
に
何
か
で
き
る

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考

え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
必
要
な
ら

寄
付
金
等
で
も
構
わ
な
い

の
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

日
々
が
一
日
で
も
早
く
戻
っ

て
く
れ
る
よ
う
心
か
ら
祈
っ

て
い
ま
す
。（
千
葉
県
よ
り
）

■
私
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
が
、

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
応

援
し
て
い
ま
す
。
ガ
ン
バ
レ

奄
美
大
島
。（
福
井
県
よ
り
）

■
被
災
に
際
し
、
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
奄
美
の

た
め
に
一
日
で
も
貢
献
で
き

れ
ば
と
思
い
お
便
り
し
ま
し

た
。
連
続
で
ど
れ
だ
け
行
け

る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
そ
ち
ら
に
行
っ
て
も
受

け
入
れ
が
困
難
な
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
男
手
が

必
要
と
い
う
こ
と
な
ら
言
っ

て
下
さ
い
。
駆
け
つ
け
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。（
愛
知
県
よ
り
）

■
子
ど
も
の
衣
類
（
古
着
）、

大
人
用
の
肌
着
（
新
品
）
な

ど
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
送
る
の
が
迷
惑
に

な
る
の
で
あ
れ
ば
送
り
ま
せ

ん
が
…
ど
う
な
の
で
し
ょ
う

か
？
も
ち
ろ
ん
、
送
料
は
こ

ち
ら
で
支
払
い
ま
す
。（
兵
庫

県
よ
り
）

■
大
雨
の
被
害
で
多
忙
か
と

存
じ
ま
す
。
奄
美
に
訪
れ
た

こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
と

て
も
良
い
と
こ
ろ
だ
と
耳
に

し
て
お
り
、
一
度
は
い
っ
て
み

た
い
場
所
で
す
。
今
回
の
被

害
の
報
道
を
受
け
、
心
配
し

て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
も
多

い
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
微
力

で
す
が
、
復
旧
の
お
手
伝
い

が
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
何
か
お
力
に
な
れ
な

い
で
し
ょ
う
か
？
（
東
京
都

よ
り
）

■
日
本
中
の
方
た
ち
が
今
、

応
援
し
て
い
ま
す
。
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
出
来
る
事

で
協
力
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
つ
き
な

み
で
す
が
、
皆
さ
ま
お
体
に

気
を
つ
け
て
、
こ
の
状
況
を

乗
り
切
っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。

（
京
都
府
よ
り
）

■
私
も
被
災
者
の
ひ
と
り
で

す
。
２
０
０
０
年
９
月
に
雨

が
ひ
ど
く
豪
雨
に
な
り
、
西

枇
杷
島
は
水
に
つ
か
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
見

て
私
た
ち
と
同
じ
だ
と
思
い

ま
し
た
。
避
難
所
で
過
ご
す

と
い
う
の
は
大
変
で
す
が
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

の
心
の
復
興
が
一
日
で
も
は

や
く
な
る
事
を
遠
く
か
ら
い

の
っ
て
い
ま
す
ね
。（
愛
知
県

よ
り
）

■
今
後
は
、
本
格
的
な
復
旧

作
業
が
始
ま
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
し
ば
ら
く
の
間
は

大
変
な
日
々
が
続
く
と
思
い

ま
す
。
す
で
に
疲
労
困
憊
の

状
況
に
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

奄
美
市
の
住
民
す
べ
て
が
元

気
な
暮
ら
し
を
取
り
戻
せ
る

よ
う
希
望
を
失
わ
ず
、
ど
う

か
元
気
を
出
し
て
前
へ
進
ん

で
く
だ
さ
い
。（
東
京
都
よ
り
）

■
私
は
離
れ
て
い
る
の
で
す

ぐ
に
い
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
の
一
刻
も
早

い
復
興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

絶
対
元
の
美
し
い
奄
美
大
島

に
戻
っ
て
く
だ
さ
い
。
い
つ

か
い
き
た
い
島
で
す
。
応
援

す
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

で
も
絶
対
美
し
い
奄
美
大
島
、

信
じ
て
ま
す
。（
新
潟
県
よ
り
）

■
ま
た
い
つ
か
、
是
非
奄
美

大
島
を
訪
れ
て
た
び
を
楽
し

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
市
民

の
方
々
の
生
活
が
一
日
も
早

く
落
ち
着
か
れ
ま
す
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。（
熊
本

県
よ
り
）

　

お
便
り
以
外
に
も
、
被

災
者
の
た
め
に
た
く
さ
ん

の
支
援
物
資
・
義
援
金
な

ど
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

●自動車 （軽自動車を除く） に被害を受けられた方へ

　自動車税の減免等の申請期限が１２月２０日（月）まで
となっています。詳細は下記までお問い合わせください。

大島支庁県税課　 ５７－７２２５

● 「野菜の日」 イベント及び奄美市農業ふれあいま

つり延期のお知らせ

　１２月５日（日）に奄美市公設地方卸売市場で同時開催
する予定でしたが、豪雨災害により延期します。（開催予
定については未定です。）
農林振興課　農政係　 ５２－１１１１（内線１４０９）

●共生協働フェステバル IN 奄美は延期します

　１２月５日（日）開催予定の「共生協働フェステバル IN 奄
美２０１０～島人の宝～」は都合により、平成２３年１月１６
日（日）に延期となりました。

●永田墓地水道 （山水） の断水について

　先の豪雨災害により、市有永田墓地の、山水引込み水道設
備が破損したため、山水の水道については、断水しています。
利用者の皆様には、復旧工事が終わるまで、断水していない
水道を利用していただきますようお願い申し上げます。
奄美市環境対策課  ５２－１１１１（内１２４４）

島
外
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

今
回
発
生
し
た
豪
雨
災
害
に
対
し
て
全
国
か
ら
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
抜
粋
し
て
掲
載

し
ま
す
。
温
か
い
応
援
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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～健康増進課からのお知らせ～

『１年に１回は健診を受けよう』

　４０歳になったら・・・「特定健診」

（メタボ健診）を受けよう！！

『病気があっても上手に付き合いながら生活

しよう』

　年齢を重ねるにつれて体調に支障をきたすことも

多くなってきます。病気や障害があっても上手にコ

ントロールしながら、充実した毎日を過ごしましょ

う。

『家族やまわりの人

の健康にも気を配

ろう』

●お互いに声をかけ

あいましょう

健
康
あ
ま
み
21

「
健
康
管
理
」

今月の保健師さん

榮  歩美  さん

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
・
・
・

こ
の
１
年
、
健
康
で
元
気
に
過
ご
せ
ま
し
た

か
？

　

今
回
は
、「
健
康
あ
ま
み
21
」
の
シ
リ
ー
ズ

最
終
弾
『
健
康
管
理
』
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。

「
忙
し
く
て
・
・
・
時
間
が
な
い
か
ら
・
・
・
」

「
め
ん
ど
く
さ
い
」
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
ご

自
分
の
健
康
管
理
は
あ
と
ま
わ
し
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
例
え
ば
毎
年
１
回
健
診
を
受

け
る
こ
と
も
健
康
管
理
の
１
つ

で
す
。

　

ご
自
分
や
ご
家
族
の
健
康
状
態
を
把
握
し
、

病
気
・
障
害
を
予
防
し
、
健
康
を
維
持
し
ま

し
ょ
う
！

『快適な妊娠期を過ごし、 安全な出産に臨もう』

　赤ちゃんがすこやかに育っていくことはすべての

親の願いです。妊娠中を母子ともにすこやかで元気

にすごし、安心して出産を迎えることができるよう

に、早期に妊娠届け出を行い、定期的に妊婦健診を

受けましょう。
★妊娠届け出より

妊娠１１週以内での妊娠届け出率　７１．５％

『乳幼児健診や、 予防接種をしっかり受けよう』

　乳幼児期はすくすくと成長していく大切な時期です。健

やかな心身の発育発達を育むために、乳幼児健診などを

受診し心身の健康状態の把握に努めましょう。また、子

どもは成長と共に外出の機会が多くなり、感染症にかかる

可能性も高くなります。

　きちんと予防接種を受けて、病気を予防しましょう。

『規則正しい生活習慣を身につけ、 丈夫な身体を

つくろう』

　「よく食べ、よく遊び、よく寝る」

という、規則正しい生活リズムを身

につけることは成長過程にある子ど

もにとって、丈夫な身体をつくると

ともに、生活習慣病予防の観点から

も大切です。いきいきとした毎日を

送れるよう、早い時期から生活習慣の基盤をつくっていき

ましょう。
★３歳児健診の問診票より

　夜９時までに寝る子どもの割合３８．８％

『健康に関する知識を持ち、 日頃から自分の健康

状態を確認しよう』

　日頃から自分の体調に目を向け、身体が出すサインを

キャッチしながら体調に合わせて健康づくりを行いましょ

う。

～コラム～正しい体重のはかり方

　体重は、朝と夕方では１～２Ｋｇの変動があります。

比較するためにも、測る時間を決めておくとよいでしょ

う。朝起きて排尿を済ませた後、測るのがよいとされて

います。

★アンケート…健康状態を知

るための自分なりの方法を

もっている人の割合

青年期：５８．３％

壮年期：７８．４％

高齢期：８５．４％

ド
ゥ
と
ク
ヮ
マ
ガ
ァ
（自
分
と
子
や
孫
）
の

た
め
に
も
検
診
を
受
け
よ
う
で
ぃ
！
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～健康増進課からのお知らせ～

※当日は、おにぎりセットを 200 円で販売します。予約が必要ですので、ご希望の方は、あまみ商工会
( 電話 0997 － 63 － 0058) まで事前にお申し込みください。

　肺がんによる死亡は、 本県のがんによる死因の第１ 位で、 
増える傾向にあります。そのため、 県では、 肺がんの早期発
見に有効とされている、低線量Ｃ Ｔによる肺がん検診を、多
くの方に受診していただけるよう、検診費用の一部を助成し
ます。

【対象】県内に住所を有する５０ 歳以上の方
※肺がん治療中や治療後の方、 精密検査目的の方を除きます。

【検診費用】２ 、５ ５０円（通常の検診費用の３ 割以下の額
です）

【受診定員】１ 万人
【受診するには】

　県と契約した一次検診機関に直接電話等で予約・お問い合
わせください。※ 県への申込み・手続きは不要です。

【持っていくもの】
　受診の際は、 住所と生年月日が確認できる書類（ 運転免
許証など） をお持ちください。

県保健福祉部健康増進課　がん対策・歯科保健係
 ０９ ９－２ ８６ －２７ ２１

主催　（財）奄美市開発公社　　共催　奄美市( 笠利総合支所)　あまみ商工会

　お問い合わせ先　　（財）奄美市開発公社　0997 －52 －8233

県では、 低線量ＣＴによる肺がん検診費用の一部助成をおこなっています。
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住用地区　10 月末人口　1,601 人　831 世帯（住民登録月報より）
住用総合支所からのお知らせ

          移動図書館「ひるぎ号」のお知らせ
　当分の間、移動図書館「ひるぎ号」はお休みになり
ます。ご了承ください。

住用地区 12 月行事予定

※ごみ出しは８時３０分までに収集場所へ

住用地区　７月末人口　6,511 人　3,126 世帯（住民登録月報より）
住用総合支所からのお知らせ

12 月の集合徴収日程（お知らせとお願い）

　12月は、平成 22年度課税分の固定資産税 (第
３期 ) 並びに国民健康保険税・後期高齢者医療
保険料及び介護保険料の (第６期 )の納期となっ
ていますので、納期内納付にご協力をよろしく
お願いいたします。

　また、過年度滞納分の市税等（市県民税・固
定資産税・軽自動車税・国民健康保険税・後期
高齢者医療保険料・介護保険料並びに住宅使用
料・水道使用料など）についても納めることが
できますので、よろしくお願いいたします。

【昨年の成人式の様子】

～住用町成人式開催のお知らせ～
　○平成 23年成人式を次の日程にて開催します。

　　　日　時：平成 23年１月３日（月）10:00 ～
　　　場　所：住用町公民館

　　　　　式　次　第

　１  開式のことば　　　
　２  国歌斉唱
　３  式  辞　　　　　　
　４  祝　辞　　　　　　
　５  祝電披露
　６  記念品贈呈
　７  乾　杯　　　　　　
　８  茶話会
　　（1分間スピーチ）
　９  成人者代表謝辞　　　　　　　　　  
　10  万歳三唱　　　　　
　11  閉式のことば　　　

ぐっさんありがとう！

　１１月６日、タレントのぐっさん（山口智
充さん）が来島、豪雨災害に見舞われた子ど
も達を励ましました。（住用小学校体育館）

１  開式のことば　　　

　３  式  辞　　　　　　
　４  祝　辞　　　　　　

　７  乾　杯　　　　　　
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笠利地区　10 月末人口　6,503 人　3,136 世帯（住民登録月報より）
笠利総合支所からのお知らせ

笠利地区 12 月行事予定
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笠利地区　７月末人口　1,620 人　838 世帯（住民登録月報より）
笠利総合支所からのお知らせ

【書道吟】

ふるさとの学舎ふるさとの学舎 大島北高131
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【北大島太鼓部】

平成 23年度幼稚園児募集（赤木名小学校付属幼稚園）

　○ 赤木名小学校では下記のとおり平成 23 年度の幼稚園を募集します。

　1　募集期間
　　　・平成 22 年 12 月 1 日～平成 22 年 12 月 24 日但し、土日曜日及び祝日　
　　　　　は除きます。
　2　対象児
　　 　・奄美市に住所を有するもので
　　 3 歳児・・・平成 19 年 4 月 2 日～平成 20 年 4 月 1 日までに生まれた者
　　 4 歳児・・・平成 18 年 4 月 2 日～平成 19 年 4 月 1 日までに生まれた者
　　 5 歳児・・・平成 17 年 4 月 2 日～平成 18 年 4 月 1 日までに生まれた者
　3　お問い合わせ
　 　　・赤木名小学校付属幼稚園　℡ 63-0072

【展示の様子】

○赤木名小学校では下記のとおり平成 23 年度の幼稚園児を募集します。
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年末年始の日程等
■年末市民総ぐるみ清掃

　１２月１９日 ( 第３日曜日 ) は「市民清掃日」（年末市民
総ぐるみ清掃）です。地域の清掃活動に家族そろって参
加して新年を迎えましょう !

■家庭ごみの収集について

　年末は、３１日（金）まで通常どおりの収集を行います。
　年明けは、１月４日（火）より通常どおりの収集となり
ます。

■ 1 月の名瀬地区の資源ごみ

　（ﾍ ｯ゚ﾄﾎ ﾄ゙ﾙ・びん）の回収について 1 月の第１土曜日は、
1 月１ 日となり正月休みと重なるため、第一土曜日の振替
日として 1 月５ 日（水）に資源ごみステーションにて、ペッ
トボトル・びんの回収をおこないます。なお、第２土曜日
以降は通常の回収となります。

<< 年末年始ごみ特別受入日程のお知らせ >>

■名瀬クリーンセンター

・平成２２ 年１２月２９日（水）まで
　…平常通り（8:30  ～ 16:45）

・平成２２ 年１２月３０日（木）
　…特別受入（8:30 ～ 17:00）

・平成２２ 年１２月３１日（金）
　…特別受入（8:30 ～ 15:00）

・平成２３ 年１月１日（土）～１月３日（月）
　…正月休み

・平成２３年１月４日（火）以降
　…平常通り（8:30 ～ 12:00，13:00 ～ 16:45）

（問い合わせ先）
名瀬クリーンセンター
５３－２９６９・５２－９７６６
・奄美市 環境対策課
　 52 － 1111（内線 1241，1244）

・笠利総合支所市民課 63 － 1111
・住用総合支所市民課 69 － 2111

<< し尿及び浄化槽汚泥の汲み取りのお知らせ >>

■有良汚泥再生処理センター

・１２月２０日（月）～１２月２９日（水）
　…平常通り（8:30 ～ 17:00）

・１２月３０日（木）～１月３日（月）…正月休み
・１月４日（ 火） 以降…平常通り（8:30 ～ 17:00）

（問い合わせ先）
・有良汚泥再生処理センター 56 － 7555
・奄美市環境対策課
　 52 － 1111（内線 1241，1244）

・笠利総合支所市民課 63 － 1111
・住用総合支所市民課 69 － 2111

■年末年始 と畜場運営の開業時間

・12 月 20 日（月）～ 12 月 28 日（火）8：30 ～ 17：15
※ 12/23 及び 12/29 から 1/6 までは休みます。
※受付を 10 時までにお願いします。
問い合わせ先：奄美市食肉センター 52-1049

■市民課窓口 （名瀬 ・ 住用 ・ 笠利総合支所）

　出生・婚姻・死亡等に関する届出は、名瀬・住用・笠
利総合支所それぞれの宿直室で受付けます。

■水道課

　開閉栓・窓口料金業務ともに 12 月 31 日 ( 金 ) まで平常
通り。1 月 1 日 ( 土 ) ～ 3 日 ( 月 ) は休み。

■笠利水環境課

12/29（水）～ 1/3（月）は休み

■名瀬公民館

12 月 28 日（火）～ 12 月 31 日（金），
1 月 2 日（日）～ 1 月 4 日（火）
ロビー・図書室のみ午前 9 時～午後 5 時まで開館。1 月 1
日（土）のみ，終日休館いたします。

■住用公民館， 笠利公民館， 金久 ・ 四谷 ・ 伊津部分館

12 月 28 日（火）～ 1 月 4 日（火）
終日休館いたします。

■日本復帰記念の日の集い

　次のとおり「日本復帰記念の日の集い」
を開催いたします。
▼とき：平成 22 年 12 月 25 日（土） 午前 11 時～
▼ところ：おがみ山日本復帰記念碑前
　　　　（雨天時は名瀬小学校体育館）
▼内容：献花・復帰の歌斉唱・子どもたちに伝える話・
断食悲願朗読など

【お問い合わせ先】
奄美市企画調整課広報統計係

52- １１１１（内線１３２４）
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「門松カード募金」 へのご協力のお願い
  「門松カード」は、マツ資源の保護と緑化推進の観点から門松を絵柄とし
てカード化したもので、現在は、生活様式の合理化・簡素化・省ゴミ化の
観点から需要が増え、県下全域で広く活用されています。
　正月には是非、玄関に門松カードを飾り新しい年を迎えてくださいます
ようご協力お願い申し上げます。
＊申込期間　　平成２２年１２月３日（金）～１２月２４日（金）
＊申 込 先　・奄美市名瀬総合支所農林振興課（ ５２－１１１１）
　　　　　 ・ 奄美市住用総合支所産業建設課（ ６９－２１１１）
                       ・奄美市笠利総合支所産業振興課（ ６３－１１１１）
＊代    金　　１組　２０円
 〈門松カード募金による益金の使途〉・緑化の普及啓発運動・公民館等公
共施設の緑化・学校環境緑化活動

■平成 23 年合同年始会のお知らせ

　平成 23 年合同年始会を次のとおり開催い
たしますので、多数ご参加くださいますよう
ご案内申し上げます。なお、紬着用にてご出
席いただければ、幸甚に存じます。準備の
都合がございますので、12 月 10 日（金） ま
でに会券をお求めくださいますようお願いい
たします。（印刷の関係上、出会者名簿への
掲載は 12 月 10 日までにお申し込みの方に
限らせていただきます。）
▼日時：平成 23 年 1 月 1 日午前 10 時
▼場所：奄美観光ホテル４階平安の間
▼会費：１千円
▼申込先： 奄美市役所総務課
▼電話： 52- １１１１（内線１３１３）

■平成２３年成人式のお知らせ

対象…平成２年 4 月 2 日から
　　　平成３年 4 月 1 日までに生まれた方

・名瀬地区　[ 新成人のつどい ]
　日時：平成２３年１月５日（水）（つむぎの日）
　　　　受付 10：30 ～ 
　　　　式典…11：00 ～ 12：00
　場所：奄美振興会館（文化センター）

・笠利地区
　日時：平成２３年１月５日（水）（つむぎの日）
　　　　受付 12：30 ～ / 式典…13：30 ～
　場所：農村環境改善センター

・住用地区
　日時：平成２３年１月３日（月）10：00 ～
　場所：住用公民館
　市内居住者にはハガキでご案内いたしま
す。新成人の方はどなたでも参加できます
ので、帰省中の同窓生に
も呼びかけてご出席くだ
さい。

【お問い合わせ先】 
教育委員会事務局
生涯学習課

５２ー１１１１ 
（内線１７２６）

■１月５日は 『紬の日』

　奄美の基幹産業である本場奄美大島紬へ

の認識を深めるとともに、本場奄美大島紬

の振興による豊かな街づくりを推進するため

に、全市民こぞって本場奄美大島紬に親し

む一日にしましょう。

2011 年 （平成 23 年）

奄 美 大 島 の 主 な 年 中 行 事 一 覧
※地域・集落によって多少異なりますので、正確な日付について
は地域・集落の方々にお問い合わせください。
●旧正月：旧暦 1 月 1 日→新暦 2 月 3 日（木）
●歳の祝い：旧暦１月２日 / 新暦１月２日（日）（※１）
●ナリムチ：（小正月の前日）新暦１月 14 日（金）
●山神祭り：旧暦 1 月 16 日→新暦 2 月 18 日（金）
●サンガツ節句：旧暦 3 月 3 日→新暦 4 月 5 日（火）
●ハマオレ（ハマオリ）：旧暦 4 月の寅の日、あるいは甲の日に

行うところが多い。
●ゴガツ節句：旧暦 5 月 5 日→新暦 6 月 6 日（月）
●七夕：旧暦 7 月 7 日→新暦 8 月 6 日（土）
●旧盆迎え：旧暦 7 月 13 日→新暦 8 月 12 日（金）
●旧盆送り：旧暦 7 月 15 日→新暦 8 月 14 日（日）
● 88 の歳祝い：旧暦 8 月 8 日→新暦 9 月 5 日（月）
●アラセツ（※ 2）：旧暦 8 月 11 日→新暦 9 月 8 日（木）（※ 3）
●八月十五夜（※ 4）：旧暦 8 月 15 日→新暦 9 月 12 日（月）
●シバサシ：旧暦 8 月 17 日→新暦 9 月 14 日（水）
●タネオロシ：旧暦 9 月の日柄の良い日
　　　　　　（地域・集落によって日程が異なる。）
●旧暦 9 月 9 日（※ 5）→新暦 10 月 5 日（水）

※ 1…以前は旧暦の１月２日に祝っていましたが、近年は新暦の１月２日に
行う家庭が多いようです。

※ 2…秋名アラセツ行事 [ ショチョガマ・平瀬マンカイ ]：龍郷町秋名（国指定） 等

※ 3…アラセツ行事は旧暦 8 月の最初の丙の日に行われます。旧暦 8 月最
初の丙の日が旧暦 8 月 1 日になった場合、前日のツカリの日は旧暦 7 月
になってしまい、一連の行事が月をまたがってしまうことになる。この
ような場合には次の丙の日がアラセツ行事を行う日となるようです。（平
成 16 年にも同じことがありました。）

※ 4…油井の豊年祭：瀬戸内町油井（県指定）、十五夜綱引き：小湊 等

※ 5…諸鈍シバヤ：瀬戸内町諸鈍（国指定）、クンチ祭り：西仲勝 等
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だ
と
い
う
こ
と
も
み
ん

な
の
安
否
確
認
も
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
最
悪
の
結
果
だ
け
が
頭
に
よ
ぎ

り
ま
し
た
。（
57
歳
男
性
）

■
豪
雨
に
よ
り
赤
土
の
崩
れ
た
山
は

だ
の
む
き
出
し
を
見
る
時
、
胸
が
痛

み
ま
す
。
自
然
は
あ
り
が
た
い
こ
と

に
、
す
す
き
や
芙
蓉
の
花
に
慰
め
ら

れ
て
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興
を
お

祈
り
し
ま
す
。（
76
歳
女
性
）

■
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
キ
ャ
ン
プ
が
始

ま
っ
た
の
で
、
運
動
公
園
に
行
き
ま

し
た
。
多
く
の
見
学
の
子
供
達
が
色

紙
を
持
っ
て
ウ
キ
ウ
キ
し
て
い
る
の

を
見
る
と
こ
ち
ら
ま
で
楽
し
く
な
り

ま
し
た
。
球
の
ス
ピ
ー
ド
に
も
び
っ

く
り
で
す
。
毎
年
、
キ
ャ
ン
プ
に
来

て
ほ
し
い
で
す
。（
55
歳
女
性
）

■
鶏
飯
の
作
り
方
、
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
同
じ
作
り
方
で
東
京
の
友
達

に
作
っ
て
た
べ
さ
せ
る
と
大
喜
び
で

し
た
。（
29
歳
女
性
） ３月　スポーツ合宿予定

奄美振興会館催物のご案内

鹿児島県奄美パーク　イベントのご案内

　　 ※ 都合により日程や時間が変更になることがあります。※12月の休園日は１５日（水)です。1日（水）は開園します。
　　 ※１６（木）は田中一村記念美術館のみ臨時休館します。

　  ※ お問い合わせ　　奄美パーク・奄美の郷 TEL 55-2333　　　田中一村記念美術館 TEL 55-2635

※上記の健診場所は奄美市保健センターです。
※笠利地区・住用地区については、各総合支所からのお知らせページをご覧ください。

１２月   健診日程   名瀬地区　52-1111

チーム名 種別 地域 合宿予定日

プレス工業 陸上 東日本 3/1～3/6　
七十七銀行 野球 東北 3/2～3/20
大塚製薬 陸上 四国 3/4～3/13
神奈川大学 陸上 関東 3/4～3/7
中央大学短距離 陸上 関東 3/5～3/12
近畿大学陸上部 陸上 関西 3/7～3/17
埼玉大学　陸上部 陸上 関東 3/11～3/19
東海大四高 野球 北海道 3/20～4/1

※主催者の都合により，開演時間･入場方法等が変更になることがあります。
お問合わせは，それぞれの主催者へお願いいたします。奄美振興会館 TEL 54－1211 FAX 52－6852

日 行事名 開始時刻 料金等 主催

12/11（土）信愛幼稚園「クリスマスお祝い会」
開場12:00
開演13:00 無料 名瀬信愛幼稚園

（52-0988）

12/12（日）

12/12（日）
聖母幼稚園

ぬ～でん市（一万人広場）

「クリスマス音楽会」
開場12:30
開演13:00 無料 名瀬聖母幼稚園

実行委員会（53-8121:田畑）

（52-0904）

12/13（月）
平成22年度「こころの劇場」
劇団四季ミュージカル
『嵐の中の子どもたち』公演

開場13:00
開演13:30 児童招待公演 奄美市教育委員会生涯学習課

（52-1111　内線1725）

12/17（金）
平成22年度
高校生のための芸術鑑賞会
『CHANGE the DREAM～18歳のゆめ～』

①開演 9:30
②開演14:00 関係者 奄美高等学校（52-6121）

大島高等学校（52-4451）

12/19（日）フリーマーケット（1万人広場） 9:00～15:00 － 名瀬フリーマーケット市民の会
 （53-3507：稲井）

12/21（火）国政報告会 未定 無料 徳田たけし後援会
（53-8211）

12/25（土）奄美紅白歌合戦 開場17:00
開演18:00

1階指定席1,500円
2階自由席1,000円

（株）セントラル楽器
（52-0530）

日 行事名 備考（対象者など）
12/14（火） 4カ月児健診 13:00 ～ 13:15 平成22年8月生

12/14（火） 7カ月児相談 9:30 ～ 9:45 平成22年4/16
～平成22年5/15

12/17（金） １．６歳児健診 13:00 ～ 13:15 平成21年6月生
12/16（木） ３歳児健診 13:00 ～ 13:15 平成19年7月生
12/22（水） 母子健康相談 9:30 ～ 11:00

受付時間

日 行事名 開始 終了 入場料

12/1（水）
特別展「田中一村　新たなる全貌」

（１２/１４（火）まで） 9:00 18:00
一般　　　　１０００円
高・大学生　７００円
小・中学生　５００円

12/12（日） フユウンメコンサート 13:30 15:30 無料

12/19（日） 奄美パーク子どもクリスマス会 10:00
14:00

11:30
15:30

無料

12/19（日） 未来発奄美　バード加代子展
（１月９日(日）１６：００まで） 9:00 18:00 無料

9:00～12:00 －

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
あ
と　

二
百
三
十
五
日
（
12
月
１
日
現
在
）

黒

み
ん
な
で
美
し
い

奄

美

大

島
を
取
り

戻
し
ま
し
ょ
う
！
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３
つ
の
答
え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を
選

び
、
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

①
自
動
販
売
機
周
辺
に
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
も
の
は
？
（
ヒ
ン
ト
3
Ｐ
）

Ａ
…
容
器
回
収
箱
（
ゴ
ミ
箱
）

Ｂ
…
広
告
の
看
板　

Ｃ
…
公
衆
電
話

②
来
年
の
旧
盆
日
程
は
？
（
ヒ
ン
ト
21
Ｐ
）

Ａ
…
７
月
12
～
14
日　

Ｂ
…
８
月
12
～
14
日

Ｃ
…
９
月
12
～
14
日

③
奄
美
市
の
ふ
る
さ
と
C
M
は
１
年
間
で

何
回
放
送
さ
れ
る
？
（
ヒ
ン
ト
23
Ｐ
）

Ａ
…
10
回　

Ｂ
…
50
回

Ｃ
…
100
回

■
応
募
方
法　
ハ
ガ
キ
に
答
え
（
例
：
①―

Ａ
）、
住
所
、
お
名
前
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
と
、
コ
メ
ン
ト
（
豪
雨
災
害
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
・
感
想
・
身
の
回
り
の
こ
と
な
ど
）
を
書

き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
全
問
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
１
名
様
に
日
本
エ
ア
ー
コ
ミ
ュ
ー

タ
ー
往
復
優
待
券
（
5
割
引
）、
10
名
様
に
図

書
カ
ー
ド
（
５
百
円
分
）、
５
名
様
に
オ
リ
ジ

ナ
ル
リ
ン
グ
フ
ァ
イ
ル
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
・
奄

美
市
だ
よ
り
用
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ご
応
募
・
お
便
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
宛
先　

〒
８
９
４―

８
５
５
５

　

奄
美
市
名
瀬
幸
町
25―

８

　

奄
美
市
役
所
「
広
報
ク
イ
ズ
」
係

■
締
め
切
り 

12
月
15
日
（
当
日
消
印
有
効
）

■
11
月
号
の
正
解

　

①―

Ｃ　

②―

Ａ　

③―

Ｂ

（
81
通
中
79
通
正
解
）

抽
選
で
次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
日
本
エ
ア
ー
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
往
復
優
待

割
引
券
（
１
人
）

　

津
島
広
子
さ
ん
（
名
瀬
末
広
町
）

●
図
書
カ
ー
ド
（
五
百
円
）（
10
人
）

　

橋
口
和
聖
さ
ん
（
笠
利
町
外
金
久
）

　

山
本
花
織
さ
ん
（
名
瀬
長
浜
町
）

　

大
山
晃
綾
さ
ん
（
名
瀬
有
屋
町
）

　

濱
崎
香
菜
子
さ
ん
（
笠
利
町
和
野
）

　

山
田
亜
砂
美
さ
ん
（
名
瀬
平
松
町
）

　

時
美
奈
子
さ
ん
（
名
瀬
真
名
津
町
）

　

藤
安
百
子
さ
ん
（
名
瀬
永
田
町
）

　

山
田
親
志
さ
ん
（
名
瀬
西
仲
勝
）

　

大
郷
良
祐
さ
ん
（
名
瀬
長
浜
町
）

　

徳
田
美
理
子
さ
ん
（
名
瀬
浜
里
町
）

●
オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ン
グ
フ
ァ
イ
ル

　

政
和
義
さ
ん
（
名
瀬
小
湊
）

　

錦
栄
子
さ
ん
（
名
瀬
平
松
町
）

　

明
直
美
さ
ん
（
名
瀬
朝
仁
町
）

　

永
井
正
彦
さ
ん
（
名
瀬
平
松
町
）

　

堀
越
順
子
さ
ん
（
名
瀬
大
熊
）

奄美市の人口
（住民基本台帳）

平成２２年１０月３１日現在

世 帯 数　23,767世帯

人口総数　47,161人

男 性　22,160人

女 性　25,001人

平成２２年　火災件数

地　区 １０月 １～ 10 月計

名　瀬 3 14
笠　利 0 8
住　用 0 0
合　計 3 22

火 の 用 心

　

氏　
　

名　
　
　
　
　

保
護
者
名

（
10
月
届
出
）

久
原　

慈 
(

い
つ
く) 

和
也

濱
田　

凪
人 

(

な
ぎ
と) 

和
英

三
津
井 

悠
真 

(

ゆ
う
ま) 

一
祥

松
元　

来
門 

(

ら
も
ん) 

崇

豊
田　

大
貴 

(

だ
い
き) 

優
貴

重
信　

心
菜 

(

こ
こ
な) 

隆
弥

池
田　

紬
城 

(

つ
む
ぎ) 

一
城

白
間　

瑛
士 

(

え
い
と) 

謙
吾

橋
田　

波
音 
(

は
の
ん) 

康
二

田
畑　

結
愛 

(

ゆ
あ)  

ま
な
み

川
畑　

碧
音 

(

あ
お)  

清
治

山
田　

栗
ノ
介 (

く
り
の
す
け) 

康
志

浜
崎　

翔
太 

(

し
ょ
う
た) 

剛

川
畑　

ゆ
り 

(

ゆ
り)  

隆
正

田　

輝 
(

ひ
か
る) 

修
作

齊
藤　

歩 
(

あ
ゆ
む) 

和
哉

森
田　

凪 
(

な
ぎ)  

こ
の
み

山
下　

莉
菜 

(

り
な)  

剛
史

松
山　

洪
史
朗 (

こ
う
し
ろ
う) 

和
朗

石
井　

結
絆 

(

ゆ
き)  
仁
久

德
山　

優
良 

(

ゆ
ら)  
辰
彦

田
畑　

希
依 

(

き
よ
ら) 

一
樹

藤
井　

優
衣 

(

ゆ
い)  

芳
仁

川
畑　

愛
翔 

(

ま
な
と) 

直
樹

吉
留　

希
結 

(

ほ
の
か) 

勉

西
村　

漕
太 

(

そ
う
た) 

恵
一

平　
　

ま
ど
か (

ま
ど
か) 

幸
寿

西
田　

祐
亜 

(

ゆ
う
あ) 

祐
二

山
下　

親
志 

(

ち
か
し) 

久
志

※
保
護
者
の
承
諾
を
得
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

地
デ
ジ
に
関
す
る
ご
相
談
は　

○
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
：
０
５
７
０-

０
７-

０
１
０
１　

○
デ
ジ
サ
ポ
鹿
児
島
：
０
９
９-

８
３
３-

２
０
２
０　

(

平
日
は
9
時
～
21
時
、
土･

日･

祝
日
は
9
時
～
18
時)

KKB ふるさと CM 大賞  奄美市が審査員特別賞を受賞
　10 月 29 日（金）に行われた「第 9 回 KKB ふるさと CM 大賞 2010」
審査会にて、奄美市の作品が審査員特別賞（準グランプリ）を
受賞しました。受賞した CM は、１年間で 100 回放送されます。
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/
携
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サ

イ
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児
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奄
美
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名

瀬
幸

町
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番
8

号
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A
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city.am
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i.lg.jp
 

笠利

満一歳になりました。こどもは町の宝、みんなでこの子た

ちに誇れる町づくりに努めましょう。

中
村　

野
歩
（
の
あ
）
ち
ゃ
ん

平
成
21
年
12
月
7
日
生 
幸
信
（
宇
宿
）

原
永　

海
志
（
か
い
じ
）
ち
ゃ
ん

平
成
21
年
12
月
16
日
生 

勝
幸
（
外
金
久
）

斉
藤　

紅
葉
（
く
れ
は
）
ち
ゃ
ん

平
成
21
年
12
月
13
日
生 

建
太
郎
（
赤
木
名
里
）

川　

奈
那
（
な
な
）
ち
ゃ
ん

平
成
21
年
12
月
27
日
生 

雅
博
（
平
）

武　

秀
吉
（
ひ
で
よ
し
）
ち
ゃ
ん

平
成
21
年
12
月
3
日
生 

佑
樹
（
笠
利
２
区
）

諏
訪
原　

蒔
優
（
ま
ゆ
）
ち
ゃ
ん

平
成
21
年
12
月
30
日
生 

修
二
（
中
金
久
）

田
畑　

桃
佳
（
も
も
か
）
ち
ゃ
ん

平
成
21
年
12
月
18
日
生 

文
博
（
須
野
）

大
山　

琥
士
朗
（
こ
じ
ろ
う
）
ち
ゃ
ん

平
成
21
年
12
月
14
日
生 

周
作
（
外
金
久
）

▲横浜ベイスターズの選手たちによる少年野球教室があり
ました。（11 月 7 日）

▲やんご 100 周年記念のオープニングセレモニーで記
念アーチの除幕式などがありました。（11 月 15 日）

▲

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
に
特
産
品
を
贈

呈
す
る
朝
山
市
長
（
11
月
３
日
）

▲奄美振興会館で開催された「トランペットとピアノの
夕べ」の様子です。（11 月 10 日）


